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はじめに
地質情報を誰もが必要なときに利
用できるように研究成果を地質情
報として整備・発信

地質情報の統合・発信
- 台帳系ポータル
- 利用系ポータル

地質情報の電子化とディジタル
データの提供

地質図幅調査に関わる基礎デー
タのアーカイブ

二次利用のためのルールの条件
の明確化

GSJ における地質情報発信

研究成果を機関で公開・発信
【産総研地質調査総合センター発行】

地質情報発信の形態
地球科学図・報告書・データベース・資料集など

地質情報発信の形態の変遷
- 印刷出版物: 明治時代 (1907) から
- CD・DVD: 1990 年代から
- ウェブ発信: 1990年代後半から
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地図系データバンクの使いやすさ

OPEN DATA
日本でも公共データ開放の気運が急速に進展

内閣官房IT戦略本部 ：
電子行政オープンデータ戦略
電子行政オープンデータ推進のためのロードマップ
電子行政オープンデータ推進のためのガイドライン

経済産業省：
公共データWG
Open DATA METI の運用開始

総務省：
地盤情報の二次利用ガイド
防災・災害情報の公開・二次利用促進のためのガイド
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GSJ における地質情報発信
電子行政オープンデータ戦略

平成24年7月4日
高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部決定

…
第４ 具体的な施策
…
１．公共データ活用の推進
…
(3) 民間サービスの開発
民間と連携した検討やサービス開発コンテストの実施等を通じて、
公共データを活用した民間によるサービス開発事例を蓄積する。
特に民間による活用ニーズの高いと考えられる公共データ（例；
地図・地形・地質情報、センサー情報、許認可・届出情報、公共
施設・土地利用計画情報、統計情報）を保有する関係機関は、民
間のサービス開発が促進されるよう全面的な協力を行う。

[http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/denshigyousei.html]

OPEN DATA METI

[http://datameti.go.jp/data/group/c80d2249-f579-49e7-b2f2-85972c903d2b]
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Creative Commons License 

GSJでは2013年度に研究成果物にクリエイティブ・
コモンズ ライセンス (CCライセンス) を適用

“Some Rights Reserved”

[http://creativecommons.jp/licenses/]

GSJ での CC ライセンス

[https://www.gsj.jp]
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GSJ での CC ライセンス
[https://www.gsj.jp/license/docs/seika-list.pdf]

[http://creativecommons.jp/licenses/]

地球科学図: 地図: CC BY-ND
地球科学成果報告書: 冊子: CC BY
地球科学データ・資料集: データベース等: ライセンスは下記の表..

原作者のクレジットを表示することを主な条
件とし、
改変はもちろん、営利目的での二次利用も許
可される最も自由度の高いCCライセンス。

原作者のクレジットを表示し、かつ元の作品
を改変しないことを主な条件に、
営利目的での利用（転載、コピー、共有）が
行えるCCライセンス。

CC BY
（表示）

CC BY-ND
（表示－改変禁止）

- Open DATA METI

https://www.gsj.jp/

https://www.gsj.jp/Map/index.html
https://www.gsj.jp/Map/JP/geology4.html
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2.  データの説明を表示

地質図カタログにアクセス１． https://www.gsj.jp/Map/index.html    地質図カタログにアクセス

選んでクリック3.  選んでクリック

Geoscience Information Consortium

What is GIC (Geoscience Information Consortium)?

欧州を中心とする各国の地質調査所相当機関の地質情報部局
の責任者間の情報交換の場として開催されている会議

毎年１度開催
GIC-01: Reston, USA, 1986
…
GIC-24: Tsukuba, Japan, 2009
…
GIC-29: Vysoké Tatry, Slovakia, 26-30 May, 2014
30th Annual Conference, Hannover, 4-8 May, 2015

現在の参加機関：28 ヶ国 29 機関
http://www.geology.cz/gic/members/
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Geoscience Information Consortium

[http://www.geology.cz/gic]

Mission

Exchange of information among Geological Surveys Organisations
(GSOs) related to the use and management of geoscience information 
systems in support of the earth sciences internationally.

Membership is open to all national Geological Survey Organisations
who wish to contribute to the improved understanding of geoscience 
information systems.

[http://www.jsgi.org/]
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For more information: 
http://mapserver.geology.sk/gic/
http://www.g-i-c.org/
http://www.geology.cz/gic/

Geoscience Information Consortium

[http://www.geology.cz/gic]
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Geoscience Information Consortium
会議

- 半日にわたる公開会議
- 会員に限定される 3 日間にわたる非公開会議

- 巡検

非公開会議
- 各国の現状を報告

- 共通な問題点：情報部門の予算・人員難
- 予算が必ずしも公的なものばかりでは無い現状での OPEN 

DATA 政策
- 新プロジェクト，3D，標準化などのテーマに関する講演
- break-out session

Geoscience Information Consortium

Breakout Session Theme

1. Strategy for data/information management + data policy
2. 3D
3. Standardization
4. EGDI-scope (European Geological Data Infrastructure-scope)
5. IT security, cloud computing, outsourcing
6. Open source software/traditional software
7. Information about impact, how to collect impact information
8. Linked data
9. Geotechnical data
10.Social media -why and why not
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おわりに

- 産総研 地質図のオープンデータ化について

- 各国の地質情報整備とその周辺の動向
GIC 会議のご紹介

- これからの地質情報整備・発信に向けて
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